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本報告書は、文部科学省委託事業「地域社会に根ざした高等学校の学校間連携・協働

ネットワーク構築事業（ＣＯＲＥハイスクール・ネットワーク構想）」における島根県

の成果をとりまとめたものです。

したがって、本報告書の複製、転載、引用等については、文部科学省の承認手続きが

必要です。



成果報告に寄せて

地域社会に根ざした高等学校の学校間連携・協働ネットワーク構築事業（COREハイス

クール・ネットワーク構想）の採択という文部科学省からの朗報とともに、令和３年度よ

り本事業が始まり、１年が経過しました。構成校である益田高等学校、津和野高等学校、

吉賀高等学校、江津高等学校及び各コンソーシアムの皆様、島根県教育センターや事業評

価委員の諸先生方をはじめ、御協力、御指導をいただいた関係の皆様に厚くお礼申しあげ

ます。

島根県が本事業を行う背景には、人口が県東部に偏在し、全域が中山間地域である県西

部（石見地区）では特に人口減少が著しいこと、県西部にある高校は全て中小規模校であ

ること、県西部出身の教員が少なく異動等により学校経営が安定しないこと、さらに学校

内資源活用や視点が硬直化してしまうこと、などが挙げられます。また、令和2 年度実

施の島根県高校魅力化アンケートによると、CORE ネットワークの構成校において「将

来、自分のいま住んでいる地域で働きたいと思う」という質問に肯定的に回答した生徒

は、4 校平均で43.5％（県平均52.7％）と高くない状況にあります。加えて、現在のコ

ロナ禍にあって、夢や人との絆（つながり）を絶たれる気持ちになった生徒も少なくあり

ません。

以上のことから、「広い視野から自分の住んでいる地域を見つめ、ふるさとに魅力を感

じ、地域をよりよくしていこうとする生徒の育成を目指すとともに、自らの夢を再確認し

挑戦していこうとする気持ち、オンラインによる４校間の交流や大学との連携、地域資源

の最大活用を通して絆を再確認し深め広げていくことを目指す」という目的のもと、『い

わみオロチCOREハイスクール・ネットワーク構想～夢と絆をはぐくむふるさと創生人の

育成～』と題し、本事業をスタートさせたところです。

島根県では各校にコンソーシアムが設立されていることから、１年目である令和３年度

は、関係機材配備、通信環境整備、遠隔授業の試行配信を中心に取り組みました。配信予

定校の先生方だけではなく、事務局の各担当指導主事や事業評価委員の皆様にも遠隔授業

を実際に行っていただくなど、課題感の共有に加え、構成校・事務局・事業評価委員相互

のコミュニケーションアップにもつながったものと感じています。

２年目の令和４年度は、遠隔授業の本格実施を予定しています。また、各コンソーシア

ムの連携を進めるとともに、島根県で構想している「しまねオンライン探究支援システ

ム」を本事業の構成校において試行します。“いわみ（石見）”の頭文字をとって「いろい

ろな教科をわかち合う環境からみんなで探究」を合言葉に、2年目以降に向けて本事業

への取組が充実発展するよう努力してまいりますので、関係の皆様には今後とも変わらぬ

御指導、御助言を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

令和４年４月

島根県教育庁教育指導課長 佐藤誠
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オロチＣＯＲＥハイスクール・ネットワーク構想～ろんな教科をかち合う環境からんなで探究～

・人口が県東部に偏在し、西部（ 石見地区） は減少
・学校内資源の活用や視点の硬直化
・西部にある高校は全て中小規模校
・西部出身の教員が少なく、異動サイクルが早い
・高校魅力化コンソーシアム同士の連携

広い視野から自分の住んでいる地域を見つめ、ふるさとに魅力を感じ、地域
をよりよくしていこうとする生徒の育成を目指すとともに、自らの夢を再確認し
挑戦していこうとする気持ち、オンラインによる４校間の交流や大学との連携、
地域資源の最大活用を通して絆を再確認し深め広げていくことを目指す

▲生徒の見取りならびに1人1台端末でのweb会議システム接続
▲遠隔授業専用教室の変更と環境整備
▲単独校構築と複数校構築のコンソーシアム間の連携体制
▲人事ならびに学校再編部署との事業連携

○配信機材構築（ 左の通り）
○事業評価委員ならびに事務局指導主事による配信試行
○学校外の教育資源を活用した探究的な学びと発表の場づくり
○「オンライン探究支援システム」の試行

～夢と絆を育むふるさと創生人の育成～

「しまね教育魅力化ビジョン」
～ふるさと島根を学びの原点に未来にはばたく心豊かな人づくり～

の具現化へ

-
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研究結果説明書

１．事業の実施期間

令和３年７月１６日 ～ 令和４年３月３１日

２．ＣＯＲＥネットワーク構成

（ １） ＣＯＲＥネットワークの名称

石見オロチＣＯＲＥハイスクール

（ ２） ＣＯＲＥネットワークを構成する高等学校等

①益田高等学校（ 主に配信校） ②江津高等学校（ 主に受信校）

③津和野高等学校（ 主に受信校） ④吉賀高等学校（ 主に受信校）

３．調査研究結果の概要

（ １）「 教科・ 科目充実型」 の遠隔授業などＩ ＣＴも活用した連携・ 協働の取組

（ 受信教室における体制の在り方に関する取組を含む。）

本県西部の学校の多くは中小規模校のため教員数が少なく 、多様な選択科目の開講

が単独では困難な状況にある。地歴科、理科教員は、採用された専門科目以外の科目を

受け持つことが多く 、負担も大きい。また、本県において教科「 情報」の採用教員は２

名しかおらず、各校は免許外の教員に臨時免許状を申請して指導しているのが現状で

ある。

以上から、本事業で上記課題解決について筋道をつく りたい。一定の成果が得られれ

ば、教員配置の最適化と高校間の共有を進める。例えば、教科「 情報」の配信拠点校を

設定し、専門性の高い教員による授業配信を行うことなどが考えられる。また、今回の

取組は単独配信型（ 配信校側は生徒なし）を主とするが、対面授業を主としながらも授

業の一部を共同授業（ 配信校・受信校側双方に生徒あり）で行う授業方式についても検

討する。また、将来的には地元の高校で職業系の専門科目の一部を学べるようにするこ

とも視野に入れる。

（ 別紙様式３ 別紙１）
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［ 遠隔授業の配信校・ 受信校関係図］ *スポット授業： 単位認定をせず年間一定回数配信する授業

○授業スタイル

Ａ： 習熟度対応型 ･･･（ スポット ） 英語、数学、理科等

Ｂ： 未開講科目、免許外、専門外型 ･･･（ 単位修得） 地歴公民、情報

Ｃ： 指導重点型 ･･･（ 試行） 遠隔による合同授業の実施

Ｄ： 探究学習型 ･･･ 総合的な探究の時間などを複数校間で同時に実施

Ｅ： センター配信型 ･･･各校からの授業配信を行う上での遠隔授業研究、試行配信

○遠隔授業方式

ａ ： 単独授業型（ スタジオ→教室） ･･･ 主にこの方式で実施

ｂ ： 合同授業型（ 教室→教室、学校外） ･･･ 総合的な探究の時間、スポット授業

○配信方法

α： 同時双方向型（ 受信側： 担当教員、担当教員外） ･･･ 原則この方法で実施

β： オンデマンド型 ･･･ スポット授業でオンデマンド配信を試行

（ ２） 学校間連携を行うための運営体制に関する取組

４校運営調整会において、学校間連携をスムーズに行うための調整を行う。また、そ

れに伴う実務に関わる担当者会（ 管理職、アバイザーを除く ） を適宜開催する。

【 組織】 ◎は事務局（ 県教育委員会）、○はメンバー

●「 ４校運営調整会」

◎教育指導課学力育成スタッフ [統括]

◎教育指導課地域教育推進室スタッフ ［ コンソーシアムに関すること］

◎島根県教育センター 研究・ 情報スタッフ ［ 遠隔授業に関すること］

〇構成４校（ メンバー： 管理職、各校ＣＯＲＥ担当者）

〇アドバイザー

・ CIO 島根県地域振興部情報政策課 山口 悟 CIO補佐官
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・ 事業評価委員

公立鳥取環境大学環境学部 教授 千代西尾 祐司（ ICTｱﾄﾞ ﾊ゙ ｲｻ゙ ｰ 兼務）

島根大学教育学部 准教授 中村 怜詞

島根県立大学総合政策学部 教授 赤坂 一念

※県教育委員会と島根大学とは高大連携で、島根県立大学と包括的連携において

平成31年に協定を締結している。内容にカリキュラム開発も含まれている。

なお、この４校運営調整会に「 事業評価委員会」 の機能を持たせる。

●「 ４コンソーシアム連絡会」

◎教育指導課地域教育推進室スタッフ

○各校に所属するコーディネーターもしくはコンソーシアム関係者等

【 開催回数等】

４校運営調整会は学期に１回程度開催する。４コンソーシアム連絡会は適宜開催す

る。開催はオンラインを基本とする。

（ ３）市町村、高等教育機関、産業界等との協働によるコンソーシアムを構築し、学校外の

教育資源を活用した探究的な学びなどによる教育の高度化・ 多様化に関する取組

本県ではすでに各校が地域とコンソーシアムを形成し、ビジョンを共有しながら教育

課程内外で学びの充実を図っている。一方で、各校のコンソーシアムが行っている連携

の内容や成果等については、広く情報が共有されていない。本事業を機に他のコンソー

シアムの取組を知り、好事例を共有することで、各コンソーシアムの連携がさらに進む

と考える。

そこで、４校のコンソーシアムの協働体制や取組状況等を共有する会議を開き、各コ

ンソーシアムの今後の取組に活かすほか、将来的には複数校での「 総合的な探究の時間

（ 地域課題解決型学習）」 の共同授業を実施する。

また、県教委で構築を構想している「 オンライン探究支援システム」（ 仮称： 旧「 オン

ラインプラットフォーム」） の人材マッチング機能を４校で先行的に活用し、地域課題

解決学習でのテーマ設定や学習方法等での指導助言に大学の教官や学生の知見を借り

る。事業推進にあたっては地域課題解決型学習の分野に長けている島根大学教育学部

の中村怜詞准教授や、地域政策学部のある島根県立大学高大連携室長の赤坂一念教授

と連携を図る。

なお、令和３年度から４年間の「 しまねの学力育成推進プラン」では、取組の３本柱

の一つである「 地域に関わる学習の充実」 に小中高で取り組むこととしている。
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４．調査研究の実績

（ １） 実施日程

月 実施内容

令和３年４月 ●事業採択

●各行への事業説明・ ヒアリング

５月 ●各校との事業調整

●各校コンソーシアム役員会

●各校で地域課題解決型学習を実施

６月 ●文部科学省との委託契約締結

●ＣＩ Ｏ協議(遠隔授業環境・ 機器)

●各校コンソーシアム総会

●高校魅力化アンケート

●COREハイスクール事業担当者会議

７月 ●プレヒアリング

●遠隔配信視察（ 高知県教育センター）

●各校で地域課題解決型学習を実施

●ＣＩ Ｏ協議(配信試行を踏まえた環境検討)

●各校で地域課題解決型学習を実施

●遠隔授業配信（ 試行）（ 島根県教育センター内）
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８月 ●試行用機器調達（ 津和野）

→PC,  ｿﾌﾄｳｪｱ,  ﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾀー ,  ﾏｲｸｽﾋ゚ ｶーー 他

●試行用機器納品（ 津和野高校、益田高校）

●第1回４校運営調整会

・ 事業全体説明

・ オンラインによる授業手法の共有（ 島根県教育センター）

・ 先進校視察報告（ 各校担当者、事務局）

・ オンライン探究支援システム構想（ 地域課題解決型学習）

●各校で地域課題解決型学習を実施

●遠隔授業システム機器配置（ 各校へ）

９月 ●「 英語」 配信（ 試行） →教育センターから津和野高校へ

●各校で地域課題解決型学習を実施

１０月 ●コンソーシアム役員会

●グランドデザインＰＤＣＡ研修

●各校で地域課題解決型学習

１１月 ●「 倫理」 配信（ 試行） →益田高校から津和野高校へ

※公開授業兼ねる（ 訪問調査あり）

●益田高校カタリ場（ 益田高校コンソーシアム事業）

※公開授業兼ねる（ 訪問調査あり）

●COREハイスクール訪問調査（ 益田高校： 上記の通り）

●しまね大交流会（ 探究学習中間発表含む）

●津和野高校オンライン探究支援システム（ 試行）

●各校で地域課題解決型学習

１２月 ●COREハイスクールヒアリング調査

●COREハイスクールアンケート調査

●長崎県遠隔サミット 参加

●第２回４校運営調整会

・ ヒアリング報告、長崎県遠隔サミット報告

・ 配信試行に関する報告ならびに協議内容の共有

・ 配受信設備の追加配備の検討

・ オンライン探究支援システムについて

●COREハイスクール実証地域シンポジウム ※島根県登壇

●学校評価アンケート

●各校で地域課題解決型学習

●遠隔授業説明

●遠隔授業配信簡易試行（ 益田から江津へ）
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令和４年度１月 ●ＣIＯ協議

●各校選択科目希望調査

●配信校・ 受信校の教材等調整

●「 情報Ⅰ」 配信（ 試行）（ 教育センターから津和野高校へ）

●各校で地域課題解決型学習

２月 ●「 地理B」 配信（ 試行）（ 教育センターから吉賀高校へ）

●「 数学A」 配信（ 試行）（ 益田高校から江津高校へ）

●しまね探究フェスタ（ 探究学習成果発表含む）

●高知版CORE遠隔教育ネットワーク構想研究発表会 参加

●コンソーシアム役員会（ 各校）

●各校で地域課題解決型学習

３月 ●「 理科基礎」 配信（ 試行）（ 益田高校から江津高校へ）

●「 情報Ⅰ」 配信（ 試行）（ 教育センターから津和野高校へ）

●遠隔授業配信簡易試行（ 益田から各校へ）

●オンライン探究支援システム

試行に向けた説明とヒアリング実施（ 各校）

●COREハイスクール事業成果報告会

●第４回４校運営調整会

・ 事業成果報告会報告

・ 本年度の取り組みについての総括

・ 次年度の計画

・ 遠隔担当教員の研修について

・ 各校の指導体制について

・ 時間割の調整

●遠隔授業担当教員研修（ 予定）

●遠隔授業システム機器追加配置（ 各校へ）

※学校における調査研究の実績のほか、コンソーシアムの活動等についても記入すること。

※遠隔授業システムを活用した教育課程外の取組については、アンダーラインを付すこと。

（ ２） 調査研究実績の説明

①「 教科・ 科目充実型」 の遠隔授業などＩ ＣＴ も活用した連携・ 協働の取組

（ 受信教室における体制の在り方に関する取組を含む。）

①-1 試行配信について

事務局が主となって行った試行配信については、【 表１】 のとおり６回実施した。

この実施においては、高知県教育センターに視察を行い、遠隔授業についての具体

的な取組を参観し、それを受けて、島根県教育センター内で試験的に配信を行った。
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本県としてはGoogl e Meet の会議システムを活用すること、また、7月のプレヒアリ

ングの際に1人1台環境での遠隔授業配信について依頼されたため、9月ならびに

11月の試行配信については、本県で唯一1人1台環境での教育活動が行われている

津和野高校において、試行配信を行った。また、生徒が入らない形で、適宜各校間で

簡易的に配信練習を行った。

なお、試行配信については、配信校である益田高校の武藤主幹教諭だけでなく 、教

育センターの高田企画幹、大屋指導主事、事業評価委員である公立鳥取環境大学の

千代西尾教授、島根大学の中村准教授、そして、事務局の事業担当である柳樂指導主

事などが授業を行い、実際に遠隔授業を行うことについての理解を直接的に深める

だけでなく 、遠隔授業の研修としての意味づけを持たせることとした。

また、各校のコンソーシアムにおいて実施している地域課題解決型学習の成果発

表の場として、「 しまね大交流会」「 しまね探究フェスタ」をオンラインで実施した。

加えて津和野高校において、オンライン探究支援システムの試行的な取組を実施し

た。

【表１】事務局が主となって実施した試行配信

年月 教科 配信校 受信校 授業者

試行配信の主な目的

R3. 9 英語Ⅰ 教育センター 津和野高校 高田企画幹

遠隔授業の理解、遠隔機器の確認

R3. 11 倫理 益田高校 津和野高校 武藤主幹教諭

黒板やスライドを用いた授業

R4. 1 社会と情報 教育センター 津和野高校 大屋指導主事

実習における遠隔授業、受信校の通信環境等確認

R4. 2 地理B 教育センター 吉賀高校 中村准教授

Webアプリを活用した授業、受信校の通信環境等確認

R4. 2 数学A 益田高校 江津高校 柳樂指導主事

Webアプリを活用した授業、配信校の通信環境等確認

R4. 3 理科基礎 益田高校 江津高校 千代西尾教授

協調学習における遠隔学習、受信校の通信環境等確認

①-2 遠隔授業に係る機材について

2回の試行配信を行う中で、『 遠隔教育システム活用ガイドブック第３版』 を参考

にした機器整備を行うこと、また3回目以降のwebアプリを活用した授業実践によ

って生徒からの反応も比較的良かったことなどから、次のような機器整備を計画し

た。ただし、人事異動が不透明であること、担当する教員がweb アプリについて不

慣れである可能性があることなどから、ホワイトボード等を用いた授業形態につい
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ても含みを残すように、機器整備を検討している。

②学校間連携を行うための運営体制に関する取組

②-1 COREハイスクールの組織体制の構成員について

４校運営調整会を中心とした組織については既述のとおりであるが、今年度の主な

構成メンバーは次図のとおりである。

島根県の県立高校における主幹教諭の役割のひとつに、各校のグランドデザイン

の実現に向けた教育活動の推進があり、学校のマネジメント機能の強化、ならびに他

の教員への指導助言による学校全体の教育活性化などが期待されている。そのため、

本事業においては、構成校の主担当はすべて主幹教諭がとりまとめているのも、本県
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の特徴である。細かい調整などが必要な場合は、主幹教諭会を適宜開催することで各

校間の連携に努めた。

なお、次年度より「 オンライン探究支援システム」の本格実施に向けた試行が始ま

るため、４コンソーシアム連絡会の構成員についてもまとめる予定である。

②-2 事業評価委員による遠隔授業について

事業評価委員である公立鳥取環境大学の千代西尾祐司先生が ICT アドバイザーを

兼務いただいていることを受け、既述の通り事業評価委員の先生自ら遠隔授業の試

行を行っていただいたことも本県の大きな特徴である。事務局から配信校に端末を

貸与して 1人1台端末環境を整えた上で、千代西尾先生からは理科基礎について、

また島根大学の中村怜詞先生からは地理 Bについて、知識構成型ジグソー法を用い

た協調学習や、Jamboardやスプレットシート等のwebアプリを活用した授業実践を

行っていただいた。配信をする上でのイメージを掴むだけでなく 、受信校の支援の在

り方の重要性を確認するなど、有益な機会となった。なお、事業評価委員による遠隔

授業については研修の一環を兼ねている。

また、今年度末の人事異動によって配信を担当することになる教員については、事

業評価委員による配信研修も予定している。

③市町村、高等教育機関、産業界等との協働によるコンソーシアムを構築し、学校外の

教育資源を活用した探究的な学びなどによる教育の高度化・ 多様化に関する取組

③-1 学校外の教育資源を活用した探究的な学び

各校とも「 総合的な探究の時間」 を中心に、市町村、高等教育機関、産業界等と協

働しながら、主体的･対話で深い学びの実現を目指し取り組んだ。各校の主な協働活
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動は以下のとおり。

＜益田高校＞

・ 益田版カタリバ･･･高校生が地域の若手人材との対話を通して、自分の将来や

地域の魅力などについて考える進路探究学習

＜津和野高校＞

・ ブリコラージュゼミ（ １年生）、マイプロジェクト活動（ ２年生） を支援

・ トークフォークダンスの企画と参加

・ 探究学習等に関わる人材のマッチングサイト開設

＜江津高校＞

・ 県立大学･･･バーチャル国際交流会（ 通年） 参加、ラオス絵本プロジェクト

・ 江津市都野津町･･･街プロジェクト、古民家プロジェクト、小学生学習支援

＜吉賀高校＞

・ アントレプレナーシップ教育における都市部大学生の伴走

・ 目線合わせ講演会(教員、地域伴走者対象） を実施

③-2 発表の場づく り

各校で探究学習の中間発表や成果発表を実施しているが、県でも「 しまね大交流会

～はまる！高校生の探究沼～」や「 しまね探究フェスタ」など、生徒の発表や学びの

場を提供している。「 しまね探究フェスタ」 では、すべての県立高校が発表を行うこ

とで、全県での学び合いの機会となった。ファシリテーターやサポーター、サブファ

シリテーターとして外部人材に参加してもらうことで、生徒は発表に対するフィー

ドバックを受け、探究の質を高めるためのヒントを得ることができた。

＊生徒 62発表 179名参加

ファシリテーター、サポーター、サブファシリテーターとして48名が参加

（ うち、大学関係者５名、大学生12名）

③-3 「 オンライン探究支援システム」 の試行（ 11月10日： 津和野高校）

２年生を対象に、大学生との対話（ １対１） を通じた進路学習を実施した。当日

は生徒29名、大学生29名が参加。授業実施までの課題や一人１台パソコンを使っ

て個別最適な学びに対応できるかどうか、教室内の環境等を含めた課題の洗い出し

を行った。

生徒にとって学びの多い有意義なプログラムではあるが、大学生を集めること

（ 人数、理系･文系のバランス等） や事前研修、高校との打合せ等、事務局側の負

担は大きいと感じた。これをオンラインシステム上だけで行うことが可能かどう

か、どうすれば負担の少ないシステムを構築できるか、さらに検証を進めたい。

また、１教室に７～８名の生徒が離れて座ったが、実際に話をする時には周囲の
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声を邪魔に感じる生徒もいた。教室の確保は課題となりそうである。

５．遠隔授業の実施状況

受信校 教科 科目
遠隔授業を実施した授業回数

（ 対面授業を除く ）

津和野高校 英語 英語Ⅰ １

津和野高校 公民 倫理 １

津和野高校 情報 情報Ⅰ １

吉賀高校 地理歴史 地理B １

江津高校 数学 数学A １

江津高校 理科 理科基礎 １

６．調査研究の進捗状況、成果、評価（ ※目標設定シート（ 別紙様式１ 別添 4） を添付）

今年度は遠隔配信に関わる試行が中心であっため、目標設定シートの数値的な成果

が十分に表れたとは言い難い。その上で、以下の点について付言する。

①事業成果に対する効果的な評価指標に向けて

まず、１－（ １）において、総合学力テストにおける国数英の受信校3校平均偏差

値の上昇率についての成果指標としていた。しかし、その数値目標が配信科目（ 情報、

地理、倫理）の学力の向上と相関があるとは必ずしも言えないこと、測る上では配信

科目の指標が必要であること、さらに就職志望の生徒が必ずしも地理や倫理の総合

学力テストを受験するとは限らないこと、情報の総合学力テストがあるとすれば、早

く ても 2年生の2月以降の可能性が高いこと等、現状において現指標で評価するこ

とは不十分である。そこで、該当科目に係る目標設定となるよう見直しをしており、

現在のところ、遠隔授業に対する授業アンケート（ 各学期）から各観点別評価の項目

に係る質問（ 4点満点、4～1） に対し、肯定的な回答をした生徒の割合（ 配信科目受

講生徒平均）とすることで、具体的な指標として成果目標とすることが望ましいと考

えている。そのため、１－（ ４）②の遠隔授業に対する生徒の満足度の変容について

も、同様の数値目標にそろえる予定である。

また、１－（ ４） ①において、「 将来自分のいまの住んでいる地域で働きたいと思

う」に肯定的な回答をした生徒の割合について成果指標としていた。しかし、本事業

を通して育成を目指す資質・能力として「 広い視野から自分の住んでいる地域を見つ

め、ふるさとに魅力を感じ、地域をよりよく していこうとする生徒の育成」を掲げて

いることに加え、中山間地域小規模校は県外生（ しまね留学）も多く入学しているた

め、現指標では不十分である。そのため、成果目標については項目を変更・ 追加し、

「 将来自分の住んでいる地域のために役立ちたいという気持ちがある」「 地域社会の
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魅力や課題について自主的にテーマを設定し、フィールドワーク等を行いながら調

べ考える学習に対して、熱心に取り組んでいる」の２点とすることで、地域愛の醸成

と主体性について分析し、コンソーシアムの取組について考察することが望ましい

と考えている。

②地域課題の解決に向けた積極的な探究的な学びに向けて

島根県は、シンポジウム等さまざまな機会を通して、コンソーシアムと協働した地

域課題の解決に係る探究的な学びが充実していることが分かった。各構成校におい

てもすでに多くの実践を行っているため、現在行っている学びを推進していく ため

のコンソーシアム連携に努めていく ことを第一とすることにしている。そのため、現

在開設されている学校設定科目等については、科目数の維持と内容の向上に努めて

いきたい。

③公開授業について

今年度については、訪問指導と併せて実施した。内田洋行教育研究所の方のご助言

もいただく機会にも恵まれ、遠隔授業の方向性や、島根県の地域との協働体制を実感

いただく有意義な機会をいただけたことには感謝したい。

７．次年度以降の課題及び改善点

（ １） 遠隔授業に係る専用教室

遠隔配信および受信に係る教室については専用の教室を整備することになった。配

信校の益田高校は、ホームルーム教室や特別教室から離れた棟での空き教室で調整を

することができたが、受信校については、小規模校であるが故に、必ずしもそのような

教室を用意することが叶わなかった。例えば、吉賀高校は要望していた教室は構造上の

問題、江津高校においては要望していた教室が据え付けの備品撤去および修繕に係る

諸経費等の問題により変更となった。いずれの専用教室も教室や職員室と隣接してお

り、音響については課題が残っている。津和野高校においては、当初受信だけを想定し

ていた教室に急遽配信も行うことになったことでレイアウトの変更が生じており、い

ずれもベストな環境での配信には至っていない。授業を行ってく中で修正を図ってい

きたい。

（ ２） 授業における生徒の見取り、およびそれに係る通信環境

生徒の見取りについては、Web アプリの活用だけで把握できるものではなく 、受信

校の教員の支援も必要である。受信校にいたっては小規模であることから、専用の教員

を充てるのではなく全教員で分担して支援する体制を検討する学校もある。現在大型

提示装置を用いての配信を計画しているが、生徒の見取りの状況によっては生徒一人

ひとりが配付されているアカウントを基にGoogl e Meet などのWeb会議システムに接
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続することも考えられる。ただし、生徒全員がWeb会議システムに入室した試行配信は

行えていないため、実施した場合に支障が生じる場合は通信環境について早急に改善

を図っていきたい。

なお、年初については配信校教員と受信校生徒の人間関係を図るため、対面での授

業を予定している。

（ ３） ４コンソーシアム間の連携推進体制

本県における構成校はコンソーシアムが構築済であり、吉賀高校や津和野高校は町

内唯一の高校として、それぞれ単独で自治体や関係地域団体と組織化されている。一方

で、益田高校は市内の県立高校や私立高校、江津高校は市内の県立高校や特別支援学校

と一体化した組織化を図っているのが特徴的である。そのため、益田高校や江津高校が

それぞれのコンソーシアムの枠において単独で他の構成校との連携を円滑に図ること

ができるかが課題である。

（ ４） 人事および学校再編関係部署との連携

今年度の事業調整で最も難しかったことが、教員の人事配置等に関わることである。

本事業の事務局は教育指導課学力育成スタッフであるが、コンソーシアム関係につい

ては教育指導課地域教育推進室、遠隔授業研究については教育指導課に位置づけられ

る島根県教育センターと共同で行っている。しかし、人事配置や学校再編（ 学校改革）

に係る業務は学校企画課という別部局である。このことによって各校間での十分な事

業調整が行なえず、結果的に事業変更をせざるを得なくなったことは否めない。他県の

遠隔授業配信の発表を聞く上で、有益な事業実践を行っている県の共通することとし

て、本県における教育指導課ならびに学校企画課に相当する部局が一体となって推進

していることが挙げられる。本県の事業においては、次年度からは中心組織である４校

運営調整会の構成委員に学校企画課の関連部署に本事業担当を依頼するなど、県とし

て持続可能な遠隔教育の在り方について議論を深め、より密の濃い事業成果を挙げて

いきたいと考えている。
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ＣＯＲＥハイスクール・ ネットワーク構想事業 目標設定シート

管理機関 島根県教育委員会

１．本構想において、実現する成果目標の設定（ アウトカム）

（ １） 総合学力テストにより把握する生徒の学力の定着・ 向上の状況

２年度（ 実績） ３年度 ４年度 ５年度

目標値 102． 0% 103. 0% 104. 0%

実績値 なし なし

把握のため

の測定方法

及び指標

総合学力テストにおける国数英の受信校３校平均偏差値の上昇率。

100. 0%を「 伸びに変化なし」 とする。

（ ２） 地域課題の解決等の探究的な学びに関する科目等の数（ 総合的な探究の時間を含む。）

２年度（ 実績） ３年度 ４年度 ５年度

目標値 16 18 20

実績値 16 16

（ 参考） 上記のうち、学校設定科目の数

２年度（ 実績） ３年度 ４年度 ５年度

目標値 11 13 15

実績値 11 11

（ ３） 免許外教科担任制度の活用件数

２年度（ 実績） ３年度 ４年度 ５年度

目標値 5 2 1

実績値 5 5

構成校 4

（ ４） その他、管理機関が設定した成果目標

成果目標①： 取組を通じて育成を目指す資質・ 能力に関する生徒の意識変容

２年度（ 実績） ３年度 ４年度 ５年度

目標値 48. 5％ 50. 0％ 55％

実績値 43. 5％ 41. 5%

目標設定

の考え方

高校魅力化アンケートの質問項目「 将来、自分のいまの住んでいる地

域で働きたいと思う」 に肯定的な回答をした生徒の割合（ 4校平均

値）

別紙様式１ 別添４
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成果目標②： 遠隔授業に対する生徒の満足度の変容

２年度（ 実績） ３年度 ４年度 ５年度

目標値 70％ 75％ 80％

実績値 なし なし

目標設定

の考え方

遠隔授業に対する満足度アンケートから、肯定的な回答をした生徒の

割合。

２．ＣＯＲＥハイスクール・ ネットワークとしての活動指標（ アウトプット ）

（ １） ＣＯＲＥネットワークの構成校における遠隔授業の実施科目数

２年度 ３年度 ４年度 ５年度

実績 0 試行のみ

見込み 0 6 8

（ ２） 地元自治体等の関係機関とコンソーシアムを構築している学校数

２年度（ 実績） ３年度 ４年度 ５年度

実績 4 4

見込み 4 4 4

（ ３） その他、管理機関が設定した活動指標

活動指標①： 遠隔授業の公開授業時数

２年度（ 実績） ３年度 ４年度 ５年度

実績 0 2

見込み 2 4 8

活動指標

の考え方

校外に対する遠隔授業の公開授業の時数

活動指標②： 成果発表の場の回数

２年度（ 実績） ３年度 ４年度 ５年度

実績 0 0

見込み 1 2 4

活動指標

の考え方

構成校以外の学校等を対象とする成果発表の場の回数

※このページの構成を変えないこと。
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１ 関係機関事業担当者会議ならびに訪問調査

本年度は、採択された関係機関に係る事業担当者会議については、以下の３回実施された。

第1回：令和３年６月２５日（事業計画の概要説明）

第2回：令和３年１２月２０日（実証地域シンポジウム）←事例発表

第３回：令和４年３月１１日（事業成果報告）

なお、第2回の実証地域シンポジウムの事例発表に際しては、11月18日に株式会社内田洋

行教育総合研究所が構成校である益田高等学校を訪問調査され、本県の地域協働体制について

意見交換等を行った。訪問調査時の取り組み（『益田版カタリ場』）は以下の通りである。

＜益田版カタリ場＞

１目的： 同世代間から他世代間による本音の対話の場を設け、普段あまり考えたり、言葉に

したりすることがない自分自身のことについて先輩と語り合い、自身の人生観（ラ

イフキャリア）を育む

２日時令和３年11月15日(月)、18日（木）、19日（金）５～７限相当

３場所いわみの記念館

４対象益田高等学校１年生全員を３展開で実施

５内容

＜事前準備＞

・各教室で説明を受け、生徒が自身の

「人生チャート」を作成

＜カタリ場実施＞

参加した大人の数55人

・導入

・アイスブレイク

＊先輩１対生徒２～３のグループで、すごろくを使いながら自己紹介

・先輩の人生を聞く（準備してきた「人生チャート」を使って説明）

・生徒自身の人生を振り返る（事前に作成した「人生チャート」を使って説明）

・生徒１対先輩１の対話

＊対話の順番でない生徒は、人生紙芝居（先輩３人のうち２人を選んで）を聞く

・まとめ

人生紙芝居を聞く生徒すごろくを使ったアイスブレイク

人生チャート
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２ ４校運営調整会ならびに研修会

学校間連携をスムーズに行うため、本事業では「４校運営調整会」を中心に位置づけている。

４校運営調整会は、評価委員会や研修機能を有すると定めている。そのため、事業運営に関す

る内容についてはこの会で諮ることにしている。構成委員については、事務局、各構成校管理

職ならびに担当（主幹教諭）、事業評価委員、CIOとしている。

今年度については、４校運営調整会を３回実施し、主に遠隔授業に関することや遠隔機器の

配備等を中心に協議した。なお、構成校が遠隔地であることやコロナ禍であることから、すべ

てオンラインで実施している。また、研修については島根県教育センターの大屋指導主事や、

事業評価委員の島根大学中村怜詞准教授を講師として、配信担当教員に対し３月末に実施した。

なお、令和４年度からは地域課題解決型学習に関わる「４コンソーシアム連絡会」を開催し、

オンライン探究支援システムの構築の試行に関わる協議を行う予定にしている。

第１回 第２回 第３回 研修会

令和３年８月３１日令和３年１２月８日令和４年３月１７日令和４年３月３０日

構成校ならびに事業

評価委員等紹介、遠隔

授業イメージ、遠隔機

器、コンソーシアムの

取組、今年度の大まか

な計画、第２回運営調

整会整理、訪問調査な

ど

ヒアリング・アンケー

ト内容の共有、遠隔授

業配信報告、配備機材

等の追加検討、地域協

働学習、内田洋行関連

事業、第３回運営調整

会整理など

事業成果報告会（3月)

報告、遠隔授業配信今

年度の事業報告、来年

度の大まかな取組、令

和４年度第１回運営

調整会整理など

遠隔授業担当教員に

対する配信機器の取

り扱い、1人1台端末の

活用を想定したWeb

アプリを活用した授

業展開など

オンライン探究支援

システムの活用
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３ 遠隔授業試行

令和４年度からの遠隔授業の本格配信に向け、本年度は、試行配信、関係機材の配備、通信

環境の整備を中心に取り組んだ。事務局主管の試行配信は、下表のとおりである。試行前に高

知県教育センターを視察して遠隔授業についての具体的な取組を参観し、それを受けて、島根

県教育センター内で試験的に配信を行った。本県の遠隔配信についてはGoogle Meetの会議シ

ステムを用いることとした上で、7月のプレヒアリングの際に1人1台環境での遠隔授業配信

について依頼されたため、当初は本県で唯一1人1台環境での教育活動が行われている津和野

高校において試行配信を行った。また、生徒が入らない形で、適宜各校間で簡易的に配信練習

を行った。

遠隔授業の試行に際しては、配信校である益田高校の武藤主幹教諭だけでなく、教育センタ

ーの高田企画幹、大屋指導主事、事業評価委員である公立鳥取環境大学の千代西尾教授、島根

大学の中村准教授、そして、事務局の事業担当である柳樂指導主事などが授業を行い、遠隔授

業について理解を深めることに加え、各校の遠隔授業の校内研修として位置づけることとした。

年月

科目 配信校 受信校 授業者 担当（役職）

試行配信の主な目的

R3.9 英語Ⅰ 教育センター津和野高校 高田純子 事務局（教育センター企画幹）

遠隔授業の理解、遠隔機器の確認

R3.11 倫理 益田高校 津和野高校 武藤立樹 配信校（益田高校主幹教諭）

スライドを中心とした遠隔授業と機器の確認

R4.1 社会と情報教育センター津和野高校 大屋純一 事務局（教育センター指導主事）

実習における遠隔授業、受信校の通信環境等確認

R4.2 地理B 教育センター 吉賀高校 中村怜詞 事業評価委員（島根大学准教授）

Webアプリを活用した授業、受信校の通信環境等確認

R4.2 数学A 益田高校 江津高校 柳樂淳一 事務局（教育指導課指導主事）

Webアプリを活用した授業、配信校の通信環境等確認

R4.3 理科基礎 益田高校 江津高校 千代西尾祐司 事業評価委員（鳥取環境大学教授）

協調学習における遠隔授業、受信校の通信環境等確認

9月と11月の2回の試行配信を行う中で『遠隔教育システム活用ガイドブック第３版』（内

田洋行総合教育研究所）を参考にした機器整備を行うこととした。また1月の「社会と情報」

におけるプログラミング実習においてWebアプリの活用によって円滑な実践が見込めたこと

から、令和4年度は次のような配信環境を計画した。ただし、人事異動が不透明であること、

担当する教員がWebアプリについて不慣れである可能性があることを考慮し、ペーパーベース

での協調学習等にも対応できるよう、ホワイトボード等を用いた遠隔授業形態についても含み

を残すように、機器整備を検討している。

-68-



【令和4年度配信環境計画】

1．環境

(1) 配信の授業環境

・配信側（授業者）当該教科の教員１名

・受信側（生徒） 生徒選択者または１クラス（10~40名の生徒を想定）、授業補助者

２．配信に使用するICT機器

ICT機器等 主な種類 台数

遠隔教育システム

Web会議システム：Google Meet ３回線

PC端末：Dell Chromebook 3110 ２台

PC端末：Apple iPad Wi-Fi256GB １台

カメラ

専用カメラ：Logicool PTZ PRO２ １台

映像スイッチャー：Blackmagic Design ATEM MINI PRO １台

マイク・スピーカー

指向性マイク：LINE6 XD-V35 １台

無指向性マイク：YAMAHA YVC-1000 １式

スピーカー：YAMAHA Stagepas 400BT １式

大型提示装置

プロジェクタ：EB-725WI 
１式

ボードスタンド：IWS-10EF3 

大型ディスプレイ １式

生徒用情報端末
PC端末：Dell Chromebook 3110 生徒人数分

R4からはBYADによる生徒端末 生徒人数分

3．接続方法

(1) 講師－教室接続型

益田高校（講師）→津和野高校（教室）

益田高校（講師）→江津高校（教室）

津和野高校（講師）→吉賀高校（教室）

４．機器構成（配信側、受信側）
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５．機器構成（Google Meetの接続）

６．ネットワーク

(1) ネットワークについては、遠隔教育システム用に独立したものとはせず、学習系ネット

ワークを用いた無線接続を使用している。

(2) 通信速度や画像等の品質については現段階においては良好であるが、一人一台端末の整

備がR4に１年生から年次進行により行われることから、使用帯域などを確認しながら行

う必要がある。

７．著作権

一般社団法人授業目的公衆送信補償金等管理協会（SARTRAS）へ補償金を支払い、個別の

許諾を必要としない形で実施する。なお、補償金は島根県教育委員会（設置者）が支払う。
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Hello! Tsuwano High School

I nstructor:  TAKATA  Junko

□文字がはっきりと見える
□音声がはっきりと聞こえる
□先生とやりとりができる

□先生からの問いかけが分かる
□反応を示すことができる

□ペアワークが機能する
□グループワークが機能する

Today’s topic:
NAGATOMO Yuto

in his junior high school days. 

☆Four members in his family:

His mother,  his older sister,
his younger brother,  and him

☆From Ehime pref.
in Shikoku

☆When he was 12, he tried to join the
junior youth team of Ehime FC, 
but he couldn’t pass the test.

☆He joined the soccer team at his junior 
high school. 

・didn’t practice very hard 
・often went to a video arcade 

instead

One day, ･･･
After that, ･･･

Have you ever thought of 
your mother? 
Don’t disappoint her.

Do you remember the story?

セリフを自由に考えて
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Reading Practice①

NagatomoYutowasborninEhime
in1986Whenhewasninehispare
ntsdivorcedHismotherbegantow
Orkfrommorningtil lnightinordert
oraiseherthreechildren

Nagatomo/Yuto/was/born/in/Ehime
/in/1986//When/he/was/nine/his/pare
nts/divorced//His/mother/began/to/w
ork/from/morning/ti l l /night/in/order/t
o/raise/her/three/children//

Reading Practice①

At the age of twelve, Nagatomo tried to join the junior youth

team of a famous soccer club in Ehime, but he failed. I nstead, he

joined the soccer team at his junior high school. However, the

team did not practice very hard. Nagatomo often went to a video

arcade with other members. One day, the soccer coach appeared

at the video arcade and scolded all of the members. He said to

Nagatomo in a concerned voice, “Have you ever thought of your

mother? Don’t disappoint her!” After that, Nagatomo began to

practice soccer very hard.

Reading Practice②

At the age of twelve, Nagatomo tried to join the junior youth

team of a famous soccer club in Ehime, but he failed. I nstead, he

joined the soccer team at his junior high school. However, the

team did not practice very hard. Nagatomo often went to a video

arcade with other members. One day, the soccer coach appeared

at the video arcade and scolded all of the members. He said to

Nagatomo in a concerned voice, “Have you ever thought of your

mother? Don’t disappoint her!” After that, Nagatomo began to

practice soccer very hard.

Reading Practice②

At the age of twelve, Nagatomo tried to

join the junior youth team of a famous

soccer club in Ehime, but he failed. I nstead,

he joined the soccer team at his junior high

school. However, the team did not practice

very hard. Nagatomo often went to a video

arcade with other members

One day, the soccer coach appeared at

the video arcade and scolded all of the

members. He said to Nagatomo in a

concerned voice, “Have you ever thought

of your mother? Don’t disappoint her!”

After that, Nagatomo began to practice

soccer very hard.
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At the age of twelve, Nagatomo tried to

join the junior youth team of a famous

soccer club in Ehime, but he failed. I nstead,

he joined the soccer team at his junior high

school. However, the team did not practice

very hard. Nagatomo often went to a video

arcade with other members

One day, the soccer coach appeared at

the video arcade and scolded all of the

members. He said to Nagatomo in a

concerned voice, “Have you ever thought

of your mother? Don’t disappoint her!”

After that, Nagatomo began to practice

soccer very hard.

Write one sentence of
what you’ve learned today
about NAGATOMO Yuto.

For example:
Nagatomo’s failure in his younger 

days and gratitude to his mother 
made him devote himself to soccer.

言語学オリンピックに挑戦! ! 【グループ活動】

①スワヒリ語からの問題です。（ １） ～（ ６） のスワヒリ語に対応する英語を
（ a） ~ （ f） から見つけ、線で結びましょう。

(1) tarehe tatu Disemba Jumamoshi (a) M onday, October 5th

(2) tarehe tano Oktoba Jumapili (b) Tuesday, Apri l 2nd

(3) tarehe pili  Apri li Jumanne (c) Wednesday, October 5th

(4) tarehe tano Oktoba Jumatatu (d) Tuesday, Apri l 4th

(5) tarehe nne Apri li Jumanne (e) Sunday, October 5th

(6) tarehe tano Oktoba Jumatano (f )  Saturday, December, 3rd

②次の月日をスワヒリ語にしよう。

Wednesday, April 3rd

Sunday, December 2nd

③スワヒリ語について、発見したことを書こう。

ヒント１: 月の名前は英語からきている

ヒント２: 土曜日が週の最初の日である

(1) tarehe tatu Disemba Jumamoshi (a) M onday, October 5th

(2) tarehe tano Oktoba Jumapili (b) Tuesday, Apri l 2nd

(3) tarehe pili  Apri li Jumanne (c) Wednesday, October 5th

(4) tarehe tano Oktoba Jumatatu (d) Tuesday, Apri l 4th

(5) tarehe nne Apri li Jumanne (e) Sunday, October 5th

(6) tarehe tano Oktoba Jumatano (f )  Saturday, December, 3rd

次の月日をスワヒリ語にしましょう。

Wednesday, Apri l  3rd →
Sunday, December 2nd   →
スワヒリ語について、発見したことを書きましょう。

・日にちが月の前にくる
・曜日が最後にくる→英語とは逆
・月の名前は英語に似ている（ イギリス植民地の歴史から）
・土曜日が週の最初の日である
（ アフリカ東海岸のコミュニティーへのイスラム教の影響から）
・曜日の最後の言葉は数字になっている

tarehe pil i  Disemba Jumapil i
tarehe tatu Apri l i Jumatano
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Thank you for joining 
my English lesson!

※著作権の関係で、教材
の一部を左の模様のよう
に加工しています
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IT

P212

https://docs.google.com/presentation/d/16
W_U3mEI-
bZbTSBQe8qLCixOIGmNRqxEicmB8E23Zwg/e
dit?usp=sharing
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※著作権の関係で
加工しています
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４ その他

４．１ I CT関連の視察ならびにイベントへの参加

本事業の円滑な実施に向け、以下の視察ならびにイベントに参加した。

・視察 (1)高知県教育センター（遠隔授業配信の仕組み）

(2)岡山県立林野高等学校（1人１台端末の活用）

・イベント(1)長崎県遠隔サミット（オンライン）

(2)高知版CORE遠隔教育ネットワーク構想研究発表会（オンライン）

視察については７月に行い、本事業のイメージを掴む貴重な機会となった。高知県教育

センターにおいては、遠隔授業配信センターを設置し、そこから授業を配信するといった

「拠点型」で運営していること、遠隔授業の受講生徒は各校１名から最大で７名で、複数

校同時配信の場合は２校８名で行っていること、また配信機材や通信環境等についての

説明を受けた。さらに、その前提としてどの地域の高校でも等しく教育を受けられるため

に県の施策として組織的に遠隔配信を行っていることなどを聞き、大変参考になった。

また、岡山県立林野高等学校においては、実際の各教科における端末活用だけでなく、

生徒会選挙（この日は補欠選挙）についても1人1台端末を活用して行っている様子を

見学した。全国初の公立高校でのBYOD実践校として効果的な活用を行っている背景に

は核となる教員への管理職の理解や支援があることや、プレヒアリングにおいて、事業検

証に際しては1人1台端末を活用した実例を要望されていることなどから、本事業につ

ながる有意義な視察となった。

なお、遠隔授業を実施する科目については、本県のCOREハイスクール構成校に対し

端末を貸与する予定である。

理科の実習に端末活用を併用 生徒会選挙にGoogl e Formを活用
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４．２ Googl e Cl assroomでの情報共有

島根県では県立高等学校の生徒ならびに教職員に対してGoogleアカウントを発行し、

Google Classroom（以下「Classroom」）を活用した連絡共有を進めている。本事業におい

ても遠隔授業の試行配信において活用しており、令和４年度からの本格配信でも活用す

ることとしている。

その流れの中で、構成校、関係機関、事業評価委員等との連絡、調整を行う際も

Classroomを活用してプラットフォーム化を図り、事業の円滑化に努めた。

Classroom を活用した際の効果は以下の通りである。

(1)情報の一元化

資料や情報の一元管理ができたことは、最大のメリットである。急な依頼にも即時に

全体で共有できることで速やかな対応が可能になった。加えてGoogleMeetとの連携も

図られており、コロナ禍により対面での協議が困難な中でもオンライン協議が容易にな

った。Classroomでの情報の一元化は事業運営に極めて有効であったと考えられる。

(2)ペーパーレス化

全体に共有できるため、各自の端末で資料も共有される。そのため、協議の際に資料

を印刷する手間が省けたことも特筆できる点である。さらにフィードバック、進捗確認、

フィードバック、保管など、Classroom の中で一元的に管理できるため、ペーパーレス

化は本義業の業務効率向上にも貢献している。

(3)関係者相互のコミュニケーションの活性化

情報の一元化によって、事業の担当者間のコミュニケーションについても活性化を図

ることができた。各校の事業担当である主幹教諭との担当者連絡会（通称「主幹教諭会」）

を適宜開くことができ、事務局では気づかない細かい点を指摘してもらい修正すること

も可能となった。主幹教諭の人柄もあるが、Classroomを活用したことでコミュニケー

ションの活性化につながったと考えている。
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４．３「 オンライン探究支援システム」 構築に向けた試行

１本事業の背景

新学習指導要領が目指す「社会に開かれた教育課程」の実現には、地域人材など学校外の人材の活

用が欠かせないが、手間がかかり教員の多忙化にもつながる恐れがある。また、特に探究学習やキャ

リア教育を行う際には、学校外の人材活用にあたり、学校が人材の幅や専門性などに触れる機会が不

足しているといった課題がある。そこで、島根県では学校外の教育資源を簡易に教員がオンライン上

で調達できる手法の構築を目指している。

２目指す効果

（１）探究学習、進路指導等における授業の質の

向上（県内外の多様な人材からのインプッ

ト・アウトプット機会の拡大、良質教材の

確保、指導力向上）

（２）大学入試（主に「総合型・推薦型選抜」）

への着実な対応

（３）生徒一人ひとりの意思に基づく、多様な

進路の実現

（４）教員の働き方改革の推進

３今年度の具体的な取組

＜津和野高校＞オンラインによる大学生との１対１の対話によるキャリアワークショップ試行

日時： 令和３年11月10日（水）12:20～16:15 （11月５日大学生事前研修）

参加者： 津和野高校２年生（文系コース・理数コース29名）

大学生29名

目的： 進路選択を前に自らの進路イメージを広げ、自らの興味

関心・学びたいことを振り返り、進路選びにおいて大事

にしたい要素を言葉にする

＜吉賀高校＞教職員等向け伴走者研修の実施

日時： 令和３年８月27日（金）放課後

参加者： 教職員・地域の関係者18名

目的： 教育課程の中で「探究的な学び」を支えるポイントや

伴走者の役割等を共通理解する

４．令和４年度に向けて

・令和４年度は、津和野高校、吉賀高校に加えて、益田高校、江津高校の４校で「オンライン探究支援シ

ステム」を試行し、システムを活用して実践できることやシステム構築に向けて必要な要素、運用の流

れ等に関する情報を収集していく。

・３月10日（木）・11日（金）に、４校に対して「オンライン探究支援システム」の導入の背景や目指

す効果、システムの概要等を説明するとともに、次年度の試行に向けたヒアリングを実施した。
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